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他
職
種
と
連
携
し
て
子
ど
も
を
守
る
こ

と
は
、
食
と
保
育
の
学
科
を
擁
す
る
本

学
に
と
っ
て
、
こ
の
稲
沢
の
地
で
の
存

在
価
値
な
の
で
す
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
選
定
さ
れ

た
こ
と
で
得
た
補
助
金
は
、
研
究
や
広

報
の
充
実
、
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
な
ど
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で
は
、
若
手
教
職
員

の
タ
ス
ク
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
全

教
職
員
が
参
加
す
る
分
科
会
を
開
催

し
、
そ
こ
で
出
た
意
見
を
吸
い
上
げ
、

検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
ひ

と
を
想
う
挑
戦
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
教
育
・
研
究
領
域
は
、
女
性

の
生
き
方
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
教
育
・
研
究
の
質
を

高
め
、
女
性
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ

と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
学
は
名
古
屋
市
の
北
西
部
に
位
置

す
る
稲
沢
市
に
、
家
政
科
を
中
心
と
す

る
女
子
短
期
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
、
約
70
年
に
わ
た
っ
て
社

会
に
貢
献
で
き
る
自
立
し
た
女
性
の
育

成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
２
年
前
、
本
学
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

研
究
が
、「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
事
業
」（
以
下
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
）
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
稲
沢
の
地
で
、
女
子
短
大
と
し

て
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て
い
く
」
と
覚

悟
を
決
め
た
本
学
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
棚
卸
し
し
、
次
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
本
学
の
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
、
私
が
学
長
に
就
任
し
た
約
10
年
前

で
す
。
当
時
は
帰
属
収
支
が
大
幅
な
支

出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
募
集
の

強
化
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
全
体
の
改

革
が
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
全

学
が
一
枚
岩
に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
、「
教
員
が
み
ん
な
で
取
り
組
む
、

共
通
の
研
究
テ
ー
マ
」
を
設
け
、
研
究

に
よ
っ
て
大
学
全
体
が
ま
と
ま
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
15

年
ほ
ど
前
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
と
き

か
ら
、
本
学
で
は
向
き
合
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
栄
養
士
養
成
の
中
で
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
特
別
実
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
け
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
地
域
の
子
ど
も
と
家
族
の
方
に
ク
リ

ス
マ
ス
料
理
を
提
供
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
親
子
が
一
緒

に
安
心
し
て
同
じ
料
理
を
楽
し
ん
で
い

る
姿
か
ら
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
ド
ラ

マ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
本

学
で
の
研
究
を
生
か
し
た
地
域
と
の
継

続
的
な
交
流
は
、
地
域
に
お
け
る
本
学

の
存
在
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、
組
織

の
一
体
感
も
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
効
果
も
あ
り
、

今
で
は
学
生
募
集
面
で
の
問
題
は
解
消

さ
れ
、
帰
属
収
支
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
本

学
が
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
応
募
し

た
理
由
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
の
取

り
組
み
が
生
か
せ
る
事
業
だ
と
直
感
し

た
こ
と
と
、「
こ
れ
か
ら
の
本
学
の
未

来
を
担
う
次
世
代
へ
の
投
資
」
と
し
て

こ
の
事
業
を
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
言

う
の
も
、
本
学
が
存
続
し
、
発
展
し
続

け
る
た
め
に
は
、
改
革
し
て
き
た
こ
と

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
か
ら
で
す
。
幼
児
教
育
学
科
で
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
学
び
、
保
育
の
現
場
で

愛
知
文
教
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学
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取材・文／本間学　撮影／加納将人

　愛知文教女子短期大学では、研究力と研究成果の発信力をレベ
ルアップさせるために補助金を活用している。「これまでは、外部の研
究機関が集めたデータを活用して研究を行っていました。補助金が交
付されたことで、自学で全国の保育士養成施設や愛知県内の保育園
を対象にした独自調査が可能になりました。調査結果を研究に活用
し、新たな教育プログラムの開発に役立てるつもりです」（安藤京子副
学長）。さらに、教員の研修の機会も増やすことができたと言う。
　また、空き教室を改築し、「食物アレルギー教育研究トレーニング
ルーム」を設置した。調理設備やカメラを設置したこの教室で、アレル
ギー対応レシピの調理法を収録し、専用ウェブサイトを通じ動画配信す
る。「研究成果を社会に発信・共有し、食物アレルギーの子どもたちが
守られる社会になるよう貢献したい」（同副学長）。

地
元
で
存
続
す
る

女
子
短
大
と
し
て
の
覚
悟

こ
れ
ま
で
の
改
革
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ

申請の狙い

成果指標

体制・
スケジュール

レバレッジ
ポイント

補助金カルテ
CASE STUDY

食物アレルギーの研究をさらに深め
情報発信を全国へと広げていく注目！

▶建学の精神に基づく「協働する心を育てる教育」と、10年以上にわたり取り組んで
　きた「食物アレルギー対応」に関する教育・研究・社会貢献をもとに、学科間・教職
　員間の連携、外部からの評価、学内外への周知を強化し、自学を代表する研究ブラ
　ンドの確立、大学広報につなげる

▶自学の研究力・教育力を発信することによる目的意識の高い入学者の増加
▶在学生の食物アレルギー教育成果
▶卒業生に対する企業や保育園・幼稚園からの評価
▶食物アレルギー情報サイト「はっぴぃーと」の視聴状況

▶中長期計画の一環として、学科を越えた若手教員からなる「研究ブランディングプロ
　ジェクトチーム」を発足。申請内容等を検討し、５か月間かけて申請書を作成
▶事業の方針、研究支援体制の整備は、学長、副学長、学科長、法人部長等からなる
　「ブランディング事業委員会」が行う
▶稲沢市、保育所給食有識者、医師、学校給食有識者からなる外部評価委員会を設ける

▶自学の研究の核を学内外に表明したことで、学内で自学の強みをより共有でき、
　教職員が一丸となって100周年に向かう新たなブランドビジョンを策定できた
▶獲得した補助金を研究調査費、教員の研修費、研究成果を発信するための
　施設設備費等に充て、研究力の強化を推進

▶私立大学研究ブランディング事業（タイプA：社会展開型）
▶成長分野における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業
　（職域プロジェクトA：「地域版学び直し教育プログラム」の開発・実証）
▶私立大学等改革総合支援事業タイプ２「地域発展」

こやまけいこ●2001年愛知文教女子短期大学助教
授。2004年同短期大学教授・副学長、2007年同短期
大学学長。2018年愛知文教女子短期大学附属第一
幼稚園園長（兼任）。

学長 古山敬子
▲食物アレルギー教育研究
トレーニングルーム。
▶収録した調理法の動画を
ウェブサイト「はっぴぃーと」で
紹介している。

〈
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
〉

私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業（
タ
イ
プ
A
）

2017年度に
交付を受けた
主な補助金

愛知文教女子短期大学 ▼ 愛知県稲沢市 ▼ 1951年稲沢女子短期大学として創立

▼ 教育理念は「正・明・和・信」 ▼ 学科／幼児教育（第１部、第３部）、生活文化

▼ 学生数／約560人 ▼ 教員数／36人（専任） ▼ 職員数／22人（専任）


